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大
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
信
州
大
学
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
発
見
さ
れ
た
四
通
の
石
井

鶴
三
宛
野
口
雨
情
書
簡
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

野
口
雨
情
（
一
八
八
二
［
明
治
一
五
］
〜
一
九
四
五
［
昭
和
二
〇
］）
は
民
謡
、

童
謡
、
歌
謡
の
創
作
、
と
り
わ
け
「
兎
の
ダ
ン
ス
」「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」「
七
つ
の

子
」
な
ど
の
童
謡
で
知
ら
れ
る
詩
人
で
あ
り
、
北
原
白
秋
、
西
条
八
十
と
並
ん

で
大
正
期
の
近
代
童
謡
の
基
礎
を
固
め
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。「
北
原
白
秋
の

「
り
す　

り
す　

小
栗
鼠
」
に
は
じ
ま
る
日
本
の
近
代
童
謡
の
中
で
、
一
ば
ん

日
本
的
な
色
彩
と
響
き
で
大
衆
の
中
に
あ
ざ
や
か
な
足
跡
を
残
し
た
」、「
民
謡

の
土
台
の
上
に
成
長
し
た
独
特
な
童
謡
」
と
い
う
藤
田
圭
雄
の
評
は
、
雨
情
の

作
風
と
文
学
史
的
な
位
置
づ
け
と
を
端
的
に
言
い
表
し
て
い
る
。

（
１
）

童
謡
「
七
つ

の
子
」
の
原
形
が
明
治
四
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
民
謡
集
『
朝
花
夜
花
』
の
「
山

鳥
」
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
雨
情
の
童
謡
と
民
謡
は
緩
や
か
に
繋
が
っ
て
い

て
、
民
謡
と
い
う
よ
り
歌
謡
や
小
唄
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
作
品
も
あ
る
。
雨
情

自
身
が
自
ら
の
民
謡
集
の
序
で
宣
言
し
た
よ
う
に
、
雨
情
の
詩
は
「
郷
土
詩
で

あ
り
、
土
の
自
然
詩
」
で
あ
り
、「
心
読
の
詩
で
は
な
い
、
耳
の
詩
」
で
あ
っ

た
。

（
２
）さ

て
、
野
口
雨
情
と
石
井
鶴
三
の
接
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
今
回
発
見
さ

れ
た
資
料
以
外
に
互
い
の
存
在
に
触
れ
る
資
料
は
見
当
た
ら
ず
、
野
口
雨
情
の

作
品
に
石
井
鶴
三
が
挿
絵
を
提
供
し
た
等
の
事
実
も
、
二
人
が
い
つ
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
相
知
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
も
詳
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
、
雨
情
が

創
作
し
た
膨
大
な
数
の
童
謡
や
民
謡
は
現
在
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
野
口
雨
情
に
関
す
る
基
盤
的
な
研
究
自
体
が
ま
だ
十
分
で
な
い

状
況
が
あ
る
。

今
回
の
書
簡
資
料
四
点
の
う
ち
、
消
印
か
ら
製
作
年
次
が
判
明
し
て
い
る
二

点
は
い
ず
れ
も
昭
和
四
年
の
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
製
作
時
期

が
不
明
の
書
簡
に
つ
い
て
は
差
出
人
住
所
か
ら
大
正
一
三
年
以
降
の
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

『
赤
い
鳥
』
に
は
じ
ま
る
大
正
期
の
童
謡
童
話
運
動
の
興
盛
の
中
で
雨
情
は

童
謡
作
家
と
し
て
の
大
き
な
存
在
感
を
示
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
に

は
「
民
謡
作
家
と
し
て
わ
ず
か
に
名
を
知
ら
れ
て
い
た
だ
け
の
田
舎
詩
人
」

（
３
）で

あ
っ
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
大
正
一
〇
年
、民
謡
「
船
頭
小
唄
」（
制
作
は
大

正
七
年
）
が
中
山
晋
平
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
、
一
二
年
三
月
、
栗
島
す
み
子
、

岩
田
祐
吉
主
演
の
松
竹
映
画
の
主
題
歌
と
な
っ
て
全
国
に
流
布
し
、
雨
情
は
民

謡
作
家
と
し
て
も
広
く
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
正
後
期
、
民
謡
・
童

謡
界
の
第
一
人
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
雨
情
は
、
数
多
く
の
雑
誌
に
作

品
や
評
論
を
発
表
し
な
が
ら
、
童
謡
と
新
民
謡
運
動
の
中
心
人
物
と
し
て
日
本

各
地
を
ま
わ
り
、
講
演
と
創
作
に
多
忙
を
極
め
て
い
た
。
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だ
が
、
全
国
各
地
で
同
人
誌
が
発
行
さ
れ
て
百
花
繚
乱
と
い
っ
た
風
で
あ
っ

た
童
謡
童
話
雑
誌
界
も
、
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
初
頭
に
退
潮
の
兆
し
を
見

せ
始
め
、
昭
和
四
年
に
は
『
赤
い
鳥
』
も
雨
情
を
擁
し
た
『
金
の
星
』
も
終
刊

と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、本
稿
で
紹
介
す
る
石
井
鶴
三
宛
書
簡
四
通
は
、

雨
情
が
そ
の
地
位
を
す
で
に
確
立
し
て
い
た
童
謡
最
盛
期
か
ら
、
そ
の
時
期
を

過
ぎ
た
後
の
頃
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

石
井
鶴
三
宛
野
口
雨
情
書
簡
（
四
通
）

①
石
井
鶴
三
宛
野
口
雨
情
書
簡　

仮
番
号
【
書
２
―
２
３
１
】

拝
啓

御
筆
硯
益
々
御
清
廸

奉
大
慶
候

御
多
忙
中
甚
恐
入
り
候
へ

共
拙
著
童
謡
十
講
［
及
び
随
筆
集
武
蔵
野
村
よ
り　

左
傍
挿
入
］
の

御
装
禎
を
是
非
御
願
ひ

仕
り
度
達
崎
龍
君
御

伺
ひ
度
候
間
御
面
会
い
た
ゝ

き
度
御
願
申
上
候　

拝
具

　

二
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
雨
情

石
井
賢
台

　
　
　

侍
史

宛
名
は
「
石
井
鶴
三
様
」、
差
出
人
は
「
金
の
星
社　

野
口
雨
情
」。
差
出
人

住
所
不
明
、
切
手
と
消
印
な
し
。
直
接
持
参
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
行
目
「
廸
」
は
誤
字
で
正
し
く
は
「
迪
」。

注
目
さ
れ
る
の
は
本
書
簡
が
「
金
の
星
社
」
の
社
員
と
し
て
の
雨
情
か
ら
鶴

三
に
宛
て
ら
れ
た
依
頼
状
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
内
容
が
雨
情
の
講
演
録

『
童
謡
十
講
』
の
装
幀
の
依
頼
で
あ
る
こ
と
だ
。

『
金
の
船
』
は
、『
赤
い
鳥
』
創
刊
の
翌
年
の
大
正
八
年
一
一
月
に
創
刊
さ
れ
、

大
正
一
一
年
六
月
以
降
『
金
の
星
』
に
改
題
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
発
行
所
も
キ

ン
ノ
ツ
ノ
社
か
ら
金
の
星
社
と
な
っ
た
（
た
だ
し
、
大
正
一
一
年
六
月
か
ら
昭

和
三
年
二
月
ま
で
は
金
の
星
社
の
『
金
の
星
』
と
越
山
堂
の
『
金
の
船
』
が
併

存
し
た
）。
本
誌
は
主
宰
者
で
あ
る
斎
藤
佐
次
郎
、
初
代
編
集
長
と
な
る
雨
情

の
ほ
か
、
岡
本
帰
一
ら
の
画
家
、
中
山
晋
平
、
本
居
長
世
ら
の
作
曲
家
を
擁
し

た
児
童
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
雨
情
は
『
金
の
船
』
創
刊
の
翌
年
か
ら
童
謡
欄
の

選
者
と
な
り
、
大
正
九
年
六
月
か
ら
キ
ン
ノ
ツ
ノ
社
編
集
部
勤
務
の
た
め
水
戸

よ
り
上
京
し
て
い
る
。
差
出
人
に
「
金
の
星
社
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
簡

製
作
時
期
の
上
限
は
大
正
一
一
年
六
月
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

「
達
崎
龍
君
」
は
『
金
の
船
』
お
よ
び
『
金
の
星
』
編
集
部
で
雨
情
と
仕
事

を
共
に
し
、
童
謡
を
発
表
し
て
い
た
達
崎
龍
一
の
筆
名
で
あ
る
。
達
崎
自
身
の

回
想
記
に
よ
れ
ば
、「
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
投
書
し
た
童
謡
が
、
野
口
雨
情
先

生
推
薦
と
な
り
、
岡
本
帰
一
画
伯
の
挿
絵
が
つ
い
て
一
頁
大
で
「
金
の
船
」
に

掲
載
さ
れ
た
。
び
っ
く
り
し
て
、
あ
る
雨
の
日
に
友
人
と
二
人
で
お
宅
を
お
訪

ね
し
た
の
が
先
生
の
知
遇
を
得
た
最
初
」
で
、
雨
情
の
口
利
き
で
編
集
部
に
入

社
す
る
こ
と
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

（
４
）

『
童
謡
十
講
』（
金
の
星
出
版
部
）
は
大
正
一
二
年
三
月
に
刊
行
と
な
っ
て
い

る
か
ら
、「
二
月
二
日
」
と
い
う
製
作
日
付
だ
け
が
判
明
し
て
い
る
本
書
簡
の

製
作
年
次
は
「
金
の
星
社
」
設
立
以
後
の
大
正
一
二
年
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ

書
簡
が
大
正
一
二
年
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
発
行
が
奥
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付
の
通
り
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
依
頼
か
ら
出
版
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
す
ぎ

る
。
な
お
、
現
在
確
認
で
き
る
『
童
謡
十
講
』
の
装
幀
は
石
井
鶴
三
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
「
随
筆
集
武
蔵
野
村
よ
り
」
に
該
当
す
る
出
版
物
も
確
認

で
き
な
い
。

達
崎
の
回
想
に
も
あ
る
よ
う
に
、『
金
の
船
』『
金
の
星
』
と
言
え
ば
岡
本
帰

一
や
寺
内
萬
治
郎
と
い
っ
た
画
家
に
よ
る
童
画
が
表
紙
や
挿
絵
を
飾
っ
た
雑
誌

で
あ
る
。
彼
ら
の
画
風
が
雑
誌
の
性
格
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
雨
情
の
童

謡
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
雨
情
の
仕
事
と
画
家

の
関
わ
り
を
確
認
し
て
お
け
ば
、最
初
の
童
謡
集
『
十
五
夜
お
月
さ
ん
』（
尚
文

堂
、大
正
一
〇
年
六
月
）
は
岡
本
帰
一
の
表
紙
画
と
挿
画
入
り
で
あ
る
。
ま
た
、

童
謡
集
『
青
い
眼
の
人
形
』（
金
の
星
社
、大
正
一
三
年
六
月
）
は
装
幀
を
蕗
谷

虹
児
、
口
絵
を
寺
内
萬
治
郎
が
手
掛
け
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
二
年
一
月
、
雨

情
作
詞
・
寺
内
萬
治
郎
画
「
童
謡
い
ろ
は
か
る
た
」
を
『
金
の
船
』
新
年
号
付

録
と
し
て
発
行
、
雨
情
作
詞
・
岡
本
帰
一
画
『
童
謡
か
る
た
』
を
普
久
社
よ
り

出
版
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
大
正
一
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
雨
情
民
謡
百

篇
』（
新
潮
社
）
の
装
幀
は
小
川
芋
銭
が
手
掛
け
て
お
り
、エ
ッ
セ
イ
「
小
川
芋

銭
先
生
と
私
」（『
ち
ま
き
』
昭
和
一
二
年
六
月
）
が
古
く
か
ら
の
交
流
を
伝
え

て
い
る
が
、芋
銭
を
除
け
ば
関
わ
り
が
深
い
の
は
基
本
的
に
『
金
の
船
』『
金
の

星
』
が
擁
し
て
い
た
画
家
で
あ
る
。

『
童
謡
十
講
』
は
そ
の
序
文
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
各
府
県
の
教
育
会

に
又
は
講
習
会
に
於
け
る
講
演
の
筆
記
」
で
あ
り
、
同
郷
の
農
民
作
家
で
あ
る

犬
田
卯
が
筆
記
し
た
講
演
録
で
あ
る
。
す
る
と
、
な
ぜ
、
ど
う
い
う
経
緯
で
石

井
鶴
三
に
、
し
か
も
童
謡
創
作
集
で
は
な
く
『
童
謡
十
講
』
の
装
幀
を
依
頼
し

た
の
か
、
い
よ
い
よ
謎
は
深
ま
る
が
、
雨
情
が
童
民
謡
の
創
作
家
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
講
演
や
評
論
活
動
に
熱
心
な
運
動
家
で
あ
り
、
こ
の
類
の
書
を
数
多

く
出
版
し
て
い
た
こ
と
は
押
さ
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
大
正
一
二
年
だ
け
で

も
『
童
謡
十
講
』
の
ほ
か
、
七
月
に
『
童
謡
教
育
論
』（
米
本
書
店
）、
十
月
に

『
童
謡
と
児
童
教
育
』（
イ
デ
ア
書
院
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
本
稿
の
最
後
に
改
め
て
考
察
を
加
え
た
い
。

②
石
井
鶴
三
宛
野
口
雨
情
書
簡　

仮
番
号
【
書
２
―
２
３
０
】

拝
啓
。
今
回
児
童

情
操
教
育
に
関

す
る
雑
誌
創
刊

に
付
田
中
鈴
木

両
氏
御
願
の
件

之
れ
あ
り
参
上
、

御
面
会
の
ほ
ど
御

願
ひ
申
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

拝
具

　
　
　
　

野
口
雨
情

石
井
兄

　
　

侍
史

　

封
筒
の
表
書
き
は
「
石
井
鶴
三
様
」、
裏
書
き
は
「
吉
祥
寺
七
八
七　

野
口

雨
情
」
と
あ
る
。
消
印
な
し
。
中
身
は
依
頼
状
で
あ
る
。

書
簡
四
通
の
う
ち
本
書
簡
を
含
む
三
通
の
発
送
場
所
は
「
吉
祥
寺
七
八
七
」

と
な
っ
て
い
る
。
前
節
に
も
記
し
た
よ
う
に
雨
情
は
大
正
九
年
に
『
金
の
船
』

の
編
集
部
勤
務
の
た
め
上
京
し
て
い
る
が
、
北
多
摩
郡
武
蔵
村
吉
祥
寺
七
八
七

番
地
（
現
在
の
武
蔵
野
市
）
に
転
居
し
た
の
は
関
東
大
震
災
後
の
大
正
一
三
年
、

四
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
童
心
居
」
と
命
名
し
た
書
斎
用
の
離
れ
を
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建
築
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
昭
和
一
九
年
に
療
養
と
疎
開
の
た

め
に
宇
都
宮
へ
転
居
す
る
ま
で
吉
祥
寺
に
住
ん
で
い
た
。

本
書
間
の
製
作
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
雨
情
が
吉
祥
寺
に
引
っ
越
し
た
の

は
大
正
一
三
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
製
作
年
次
の
上
限
に
あ
わ
せ
て
本
書
簡
を
二
番
目
に
配
置
し
た
。

製
作
時
期
が
特
定
で
き
な
い
こ
と
に
加
え
て
依
頼
の
内
容
に
つ
い
て
も
書
簡

の
中
に
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、「
児
童
情
操
教
育
に
関
す
る
雑
誌
創
刊
」
が
何
を

指
す
の
か
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
大
正
一
三
年
以
降
と
い
う
点
か
ら
可
能
な

範
囲
で
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。

大
正
八
年
一
一
月
の
『
金
の
船
』
創
刊
以
来
昭
和
四
年
一
月
ま
で
、
雨
情
は

キ
ン
ノ
ツ
ノ
社
（
の
ち
金
の
星
社
）
の
社
員
と
し
て
講
演
や
朗
読
を
し
て
全
国

を
回
り
、
雑
誌
と
童
謡
の
普
及
、
宣
伝
に
奔
走
し
た
。
童
謡
界
の
最
盛
期
に
は
、

全
国
各
地
で
童
謡
童
話
の
同
人
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
藤
田
圭
雄
が
『
金
の

星
』『
金
の
船
』
の
読
書
欄
か
ら
同
人
誌
発
行
を
知
ら
せ
る
記
事
を
抽
出
し
て
ま

と
め
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
野
口
雨
情
先
生
の
賛
助
を
い
た
ゞ
き
、
童
謡

童
話
雑
誌
「
ア
ヲ
ム
ギ
」
を
発
刊
い
た
し
ま
す
」
と
か
、「
野
口
雨
情
先
生
御
賛

助
の
童
謡
民
謡
雑
誌
「
紫
陽
花
」
を
皆
様
に
御
紹
介
致
し
ま
す
」
と
い
う
よ
う

に
雨
情
を
賛
助
員
や
顧
問
と
し
て
迎
え
る
雑
誌
も
数
多
く
見
え
る
。

（
５
）

だ
が
、『
金
の
星
』
昭
和
二
年
二
月
号
の
「
編
輯
室
よ
り
」
に
は
、「
さ
て
、

童
話
童
謡
が
こ
の
頃
に
な
つ
て
、
何
と
な
く
振
る
は
な
く
な
つ
た
の
は
何
と
し

た
こ
と
で
せ
う
か
。『
金
の
星
』
と
同
種
類
の
雑
誌
も
一
時
は
随
分
沢
山
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
本
誌
の
外
に
僅
か
に
『
赤
い
鳥
』
と
『
金
の
船
』
が
あ
る

ば
か
り
で
し
か
も
そ
れ
と
て
も
一
時
の
元
気
が
な
く
な
つ
て
ゐ
ま
す
」と
あ
る
。

『
金
の
星
』は
関
東
大
震
災
以
後
円
本
合
戦
に
参
入
し
て
事
業
不
振
が
い
よ
い
よ

深
刻
化
、
昭
和
三
年
四
月
に
は
編
集
も
外
部
に
移
譲
す
る
こ
と
と
な
る
。
誌
名

は
『
少
年
少
女　

金
の
星
』
と
変
更
、
大
衆
誌
と
し
て
翌
年
七
月
号
ま
で
刊
行

さ
れ
終
刊
と
な
っ
て
い
る
。

（
６
）

依
頼
は
『
金
の
星
』
を
新
し
い
形
で
存
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
折
の
助
力
を
代

表
と
し
て
請
う
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
別

の
雑
誌
の
創
刊
の
た
め
に
雨
情
が
一
肌
脱
い
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、『
石
井
鶴
三
日
記
』
第
Ⅴ
巻
の
「
石
井
鶴
三
・
書
誌
・
挿
画
・
展
覧
会

出
品
・
年
次
目
録
」
か
ら
該
当
す
る
雑
誌
と
作
品
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五

年
一
二
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
兒
童
時
代
』（
童
謡
月
刊
社
）
の
表
紙
画
が
あ
る
。

こ
の
画
は
『
石
井
鶴
三
全
集
』
第
四
巻
で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
現
在

で
は
入
手
困
難
な
雑
誌
で
あ
り
、
雨
情
に
関
わ
り
の
あ
る
雑
誌
で
あ
る
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
。

③
石
井
鶴
三
宛
野
口
雨
情
書
簡　

仮
番
号
【
書
２
―
２
３
５
】

拝
啓
。
こ
の
た
び
は
御
多

用
中
も
不
顧
、
御
無

理
な
こ
と
を
御
願
ひ
致

し
ま
し
た
に
も
不
拘
、
御

快
諾
を
い
た
ゝ
き
尚

御
手
紙
ま
で
も
下
さ
れ

あ
り
が
た
く
御
礼
申
上

げ
ま
す
。
御
手
紙
の
趣

き
は
直
に
百
瀬
氏
に

通
知
致
し
ま
し
た
故
同

氏
よ
り
総
て
申
上
げ
る

こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
が
、
と
り

あ
へ
ず
私
か
ら
も
厚
く
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御
礼
申
上
げ
ま
す
。
拝
具

十
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
雨
情

　

石
井
大
兄

　
　
　
　
　
　

侍
史

宛
先
は
「
府
下
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、消
印
の
年
月
日
は
昭

和
四
年
一
〇
月
三
日
で
あ
る
。
差
出
人
住
所
は
「
府
下
吉
祥
寺
七
八
七
」。

前
の
二
通
の
書
簡
が
石
井
鶴
三
か
ら
の
反
応
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
不
明

だ
っ
た
の
に
対
し
、
本
書
簡
で
は
雨
情
か
ら
の
何
ら
か
の
依
頼
を
鶴
三
が
承
引

し
た
こ
と
、
こ
の
件
で
鶴
三
か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
依

頼
内
容
は
【
書
２
―
２
３
０
】
と
連
続
し
て
い
る
と
す
れ
ば
「
児
童
情
操
教
育

に
関
す
る
雑
誌
創
刊
」
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、詳
細
は
不
明
。

な
お
、こ
の
時
期
に
雨
情
が
主
宰
と
し
て
関
わ
っ
た
雑
誌
に
新
民
謡
の
作
家
、

作
曲
家
が
集
っ
た
『
民
謡
音
楽
』（
昭
和
四
年
一
二
月
創
刊
）
が
あ
る
。

④
石
井
鶴
三
宛
野
口
雨
情
書
簡　

仮
番
号
【
書
２
―
２
２
９
】

拝
啓
。［
昨
夜
は　

右
傍
挿
入
］
ま
こ
と
に
失

礼
を
致
し
ま
し
た
。

帰
り
に
御
挨
拶

を
申
上
け
や
う
と

お
さ
が
し
致
し
ま

し
た
が
、
人
こ
み
の

た
め
お
目
に
か
ゝ
れ

ず
ほ
い
な
く
帰
宅

致
し
ま
し
た
。

お
気
に
召
さ
ぬ
や
う

に
お
ほ
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
春
雨
も
夕
立
も
結

構
に
存
じ
ま
し
た
。
こ
と

に
春
雨
の
桜
は
一
際
結

構
に
存
し
ま
し
た
。
同
行
の

城
戸
弁
護
士
も
激
賞

さ
れ
て
を
り
ま
し
た
。
ど
な
た

が
工
夫
さ
れ
て
も
あ
れ
以
上
の

［
二
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
脊
景
は
出
来
ま

い
と
思
ひ
ま
し
た
。
拝
具
。

消
印
の
年
次
が
や
や
判
読
し
難
い
が
、
昭
和
四
年
一
一
月
一
日
と
読
め
る
。

封
筒
兼
用
の
ミ
ニ
レ
タ
ー
で
、
宛
先
は
「
板
橋
町
中
丸
二
六
六　

石
井
鶴
三
様

　

侍
史
」、
差
出
人
は
「
府
下
吉
祥
寺
七
八
七　

野
口
雨
情
」。

「
昨
夜
は
ま
こ
と
に
失
礼
」
と
あ
る
が
、『
石
井
鶴
三
日
記
』
お
よ
び
『
石
井

鶴
三
全
集
』
に
関
連
事
項
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。「
春
雨
」
や
「
夕
立
」
は

文
脈
上
鶴
三
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
な
お
、
大
正
一
三
年
『
週
間
朝
日
』
四
月
六
月
号
の
装
画
「
春

雨
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
関
連
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
。

た
だ
し
、「
春
雨
」
は
雨
情
の
号
の
由
来
に
関
わ
る
題
目
で
も
あ
る
。「
名
士

の
雅
号
と
其
由
来
」（『
現
代
』
大
正
一
五
年
四
月
）
に
よ
れ
ば
、「
支
那
古
文

中
に
あ
る
「
雲
恨
雨
情
」
と
い
ふ
詞
か
ら
と
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味

は
、
春
降
る
雨
の
趣
と
い
ふ
、
至
つ
て
雅
な
情
味
あ
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。」

と
あ
る
。
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お
わ
り
に

童
謡
最
盛
期
を
過
ぎ
た
昭
和
初
年
代
の
雨
情
は
、
流
行
歌
謡
の
作
詞
家
と
し

て
活
躍
し
始
め
て
も
い
た
。『
波
浮
の
港
』
が
昭
和
三
年
に
佐
藤
千
夜
子
、藤
原

義
江
と
二
種
類
の
レ
コ
ー
ド
と
な
り
、翌
年
に
は
西
条
八
十
の
『
東
京
行
進
曲
』

と
裏
表
に
な
っ
た
『
紅
屋
の
娘
』
が
好
評
を
博
す
。
昭
和
三
年
八
月
に
『
野
口

雨
情
民
謡
叢
書
』（
民
謡
詩
人
社
）、四
年
七
月
に
『
波
浮
の
港
』（
ビ
ク
タ
ー
出

版
部
）
の
刊
行
も
あ
っ
た
。
平
輪
光
三
は
こ
の
間
の
雨
情
に
つ
い
て
、「
う
た
う

童
謡
を
主
張
し
た
雨
情
は
、
漸
次
童
謡
の
世
界
が
、
専
ら
読
ん
で
味
う
童
詩
へ

と
そ
の
傾
向
が
強
く
な
つ
て
来
る
と
、
専
ら
民
謡
、
歌
謡
へ
自
然
力
を
そ
そ
ぐ

よ
う
に
な
り
、
昭
和
四
年
雑
誌
「
民
謡
音
楽
」
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の

で
あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

（
７
）

雨
情
の
「
う
た
う
童
謡
」
に
相
対
す
る
「
読
ん
で
味
う
童
詩
」
の
代
表
格
は

北
原
白
秋
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
対
立
構
図
か
ら
す
れ
ば
、
雨
情
は

流
行
歌
謡
の
作
詞
家
と
い
う
側
面
の
み
な
ら
ず
「
児
童
雑
誌
の
濫
行
、
童
謡
、

童
曲
集
の
頻
々
た
る
出
版
発
行
、
童
謡
の
独
唱
、
合
唱
、
和
洋
童
謡
舞
踊
の
演

奏
興
行
、
童
謡
レ
コ
ー
ド
の
発
売
、
ラ
ジ
オ
放
送
と
、
次
第
に
俗
悪
な
流
行
に

堕
し
て
」
い
く
童
謡
ブ
ー
ム
を
先
導
し
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
も
す
る
。

「「
童
謡
行
脚
」
と
称
し
て
全
国
各
地
を
巡
り
歩
い
て
講
演
し
た
り
、
作
曲
家
や

歌
手
、
舞
踊
家
た
ち
と
連
携
し
合
っ
て
童
謡
会
を
開
催
し
た
り
し
て
、
実
践
活

動
を
通
し
て
自
ら
の
主
唱
す
る
「
正
風
童
謡
」
を
普
及
、
定
着
さ
せ
た
功
績
は

大
き
い
」

（
８
）

と
い
う
評
価
も
あ
る
が
、
一
方
で
「
野
口
雨
情
の
仕
事
を
考
え
る
と

き
、
そ
の
大
衆
性
を
ど
う
算
定
す
る
か
、
困
難
の
存
す
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
見

解
も
根
強
い
。

（
９
）

こ
の
こ
と
は
、
野
口
雨
情
研
究
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
は
文
学
研

究
に
お
け
る
童
謡
・
民
謡
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
と

言
え
る
。

こ
れ
ま
で
「
う
た
う
童
謡
」
詩
人
・
野
口
雨
情
と
言
え
ば
、『
金
の
船
』『
金

の
星
』
が
擁
し
た
作
曲
家
で
あ
る
本
居
長
世
、
中
山
晋
平
ら
と
の
交
流
や
、
志

賀
志
邦
人
、
権
堂
円
立
、
藤
井
清
水
ら
関
西
音
楽
家
の
グ
ル
ー
プ
「
楽
浪
団
」

と
の
生
涯
に
亘
る
関
係
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
音
楽
文
化
と
し
て
の
雨
情
童
謡

の
研
究
の
発
展
が
望
ま
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
先
の
「
大
衆

性
を
ど
う
算
定
す
る
か
」
と
い
う
見
解
に
連
な
っ
て
、
楽
曲
の
力
に
支
え
ら
れ

て
今
な
お
愛
唱
さ
れ
る
童
謡
と
は
別
に
、
曲
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
「
雨
情
本

来
の
詩
情
あ
ふ
れ
る
珠
玉
の
幾
篇
か
が
陰
に
な
っ
て
い
る
」
と
す
る
見
方
が
あ

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。（

（1
（

こ
う
し
た
見
方
か
ら
、
た
と
え
ば
「
蜀
黍
畑
」
や

「
十
六
角
豆
」
等
の
詩
篇
が
先
行
研
究
に
お
い
て
「
雨
情
童
謡
の
極
致
」
と
さ

れ
る
の
は
、
冒
頭
に
も
掲
げ
た
「
郷
土
詩
で
あ
り
、
土
の
自
然
詩
」
で
あ
る
と

い
う
雨
情
の
詩
観
を
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
今
回
発
見
さ
れ
た
書

簡
か
ら
、
講
演
録
『
童
謡
十
講
』
の
装
幀
を
石
井
鶴
三
に
依
頼
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
同
書
は
「
郷
土
童
謡
論
」
を
収
録
し
、「
私
の
云
ふ

郷
土
童
謡
と
は
、
田
舎
の
童
謡
と
い
ふ
意
味
で
は
な
く
、
故
郷
の
童
謡
と
い
ふ

意
味
で
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
故
郷
の
言
葉
で
書
か
れ
た
童
謡
が
、
即
ち
郷
土

童
謡
な
の
で
あ
り
ま
す
」
と
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
う
た
う
童
謡
」
と
「
読
ん
で
味
う
童
詩
」
と
い
う
対
立
構
図
は
、

今
日
の
雑
誌
文
化
研
究
の
知
見
か
ら
更
新
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に

『
金
の
船
』『
金
の
星
』
等
の
児
童
文
芸
雑
誌
は
、
編
集
者
、
童
謡
詩
人
、
画
家
、

作
曲
家
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
は

そ
れ
を
受
容
し
創
作
を
投
稿
す
る
読
者
と
選
者
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
次
第
に

そ
の
性
格
が
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

【
書
２
―
２
３
１
】
の
解
題
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
岡
本
帰
一
、
寺
内
萬
治
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郎
ら
の
画
風
は
、
雑
誌
と
と
も
に
雨
情
の
童
謡
の
性
格
形
成
に
も
影
響
を
与
え

た
は
ず
で
あ
る
。『
金
の
船
』『
金
の
星
』
の
主
宰
で
あ
る
斎
藤
佐
次
郎
は
雑
誌

創
刊
の
経
緯
を
回
想
し
て
、
童
謡
詩
人
よ
り
先
に
「
他
誌
を
凌
ぐ
優
れ
た
画
家

を
探
さ
ね
ば
」
と
思
い
、『
赤
い
鳥
』
の
清
水
良
雄
や
『
お
と
ぎ
の
世
界
』
の

初
山
し
げ
る
に
対
抗
し
う
る
画
家
と
し
て
岡
本
帰
一
を
見
出
し
た
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。（

（1
（

ま
た
上
笙
一
郎
は
、「
西
欧
的
・
近
代
市
民
社
会
的
」
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
く

清
水
良
雄
を
擁
し
た
『
赤
い
鳥
』、「
村
童
を
詩
的
に
描
く
」
川
上
四
郎
の
『
童

話
』
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
両
極
の
中
間
と
し
て
「「
金
の
星
」
の
児
童
出
版

美
術
は
、
い
わ
ゆ
る
富
裕
階
級
に
属
す
る
子
ど
も
た
ち
で
は
な
く
て
、
都
市
で

あ
れ
ば
旧
中
間
層
、
農
山
漁
村
で
あ
れ
ば
そ
の
社
会
的
中
流
層
に
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
の
生
活
気
分
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（

（1
（

こ
れ

は
、
雨
情
、
白
秋
、
八
十
の
童
謡
詩
人
と
し
て
の
作
風
を
比
較
し
て
一
般
に
白

秋
と
八
十
が
「
都
会
風
、
西
洋
風
」、
雨
情
は
「
郷
土
的
農
村
的
」
と
見
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、（

（1
（

出
版
美
術
的
な
観
点
か
ら
す
る
と
別
の
見
方
が
出

来
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
観
点
を
踏
ま
え
て
も
し
自
由
に
想
像
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な

ら
、
雨
情
が
『
童
謡
十
講
』
の
装
幀
を
石
井
鶴
三
に
依
頼
し
た
の
は
、
経
緯
は

分
か
ら
ず
と
も
岡
本
帰
一
と
と
も
に
あ
っ
た
『
金
の
船
』『
金
の
星
』
掲
載
童

謡
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
形
で
、「
郷
土
詩
で
あ
り
、
土
の
自
然
詩
」
で
あ

る
と
い
う
自
ら
の
詩
観
に
相
応
し
い
絵
を
描
く
画
家
と
し
て
彼
を
選
ん
だ
か

ら
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
想
像
し
て
み
る
と
、
冒
頭
に
掲
げ

た
「
心
読
の
詩
で
は
な
い
、
耳
の
詩
」
と
い
う
雨
情
の
言
か
ら
は
、
音
楽
的
で

あ
り
つ
つ
「
う
た
う
童
謡
」
と
も
別
の
中
間
的
な
相
、
静
か
に
耳
を
す
ま
す
よ

う
に
受
け
取
る
べ
き
、
歌
に
な
ら
な
か
っ
た
「
土
」
の
童
謡
を
「
読
む
」
読
者

像
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

注
⑴　

藤
田
圭
雄
『
日
本
童
謡
史
Ⅰ
』
あ
か
ね
書
房
、
昭
和
四
六
年
一
〇
月

⑵　
『
極
楽
と
ん
ぼ
』「
序
文
」
黒
潮
社
、
大
正
一
三
年
一
月

⑶　

同
⑴

⑷　

達
崎
龍
一
「
腰
ぎ
ん
ち
ゃ
く
の
記
」『
み
ん
な
で
書
い
た
野
口
雨
情
伝
』
金
の
星
社
、

昭
和
五
七
年
一
一
月
（
再
版
）

⑸　

同
⑴

⑹　
「
金
の
星
社
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w
.kinnohoshi.co.jp/archive/

［
令
和

元
年
一
二
月
二
〇
日
閲
覧
］

⑺　

平
輪
光
三
『
近
代
作
家
研
究
叢
書
58　

野
口
雨
情
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、昭
和
六
二

年
一
〇
月

⑻　

槍
田
良
枝
「
解
題
」『
定
本　

野
口
雨
情
』
第
七
巻
、
未
来
社
、
昭
和
六
一
年
一
一
月

⑼　

同
⑴

⑽　

槍
田
良
枝
「「
金
の
船
」=

「
金
の
星
」
と
野
口
雨
情
」『
雑
誌
「
金
の
船
」=

「
金
の

星
」
復
刻
版
別
冊
解
説
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
昭
和
五
八
年
三
月

⑾　

斎
藤
佐
次
郎
「
⑷
「
金
の
船
」=

「
金
の
星
」
の
回
顧
」『
雑
誌
「
金
の
船
」=

「
金
の

星
」
復
刻
版
別
冊
解
説
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
昭
和
五
八
年
三
月

⑿　

上
笙
一
郎
「「
金
の
船
」=

「
金
の
星
」
の
児
童
出
版
美
術
―
―
岡
本
帰
一
・
寺
内
萬
治

郎
そ
の
ほ
か
」『
雑
誌
「
金
の
船
」=

「
金
の
星
」
復
刻
版
別
冊
解
説
』
ほ
る
ぷ
出
版
、昭

和
五
八
年
三
月

⒀　

古
茂
田
信
男
「「
金
の
船
」=

「
金
の
星
」
と
雨
情
」『
雑
誌
「
金
の
船
」=

「
金
の
星
」

復
刻
版
別
冊
解
説
』
ほ
る
ぷ
出
版
、
昭
和
五
八
年
三
月

※
野
口
雨
情
の
本
文
は
す
べ
て
『
定
本
野
口
雨
情
』（
未
来
社
）
に
拠
っ
た
。
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※
本
稿
で
紹
介
し
た
石
井
鶴
三
宛
野
口
雨
情
書
簡
の
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
、
荒
井
真
理
亜

氏
・
髙
野
奈
保
氏
・
多
田
蔵
人
氏
・
出
口
智
之️
氏
・
松
本
和
也
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
書

簡
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

※
本
稿
執
筆
後
、信
州
大
学
附
属
図
書
館
を
通
じ
て
野
口
雨
情
記
念
館
か
ら
野
口
雨
情
と
石

井
鶴
三
の
交
友
関
係
を
示
す
資
料
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
頂
い
た
。『
童
謡
と
童
心
芸
術
』

（
同
文
館
、
大
正
一
四
年
七
月
）「
第
二
章　

童
謡
と
教
育
」
に
、
金
の
星
社
か
ら
吉
祥
寺
の

自
宅
へ
の
帰
る
途
中
の
新
宿
駅
で
「
旧
友
の
石
井
鶴
三
氏
」
に
偶
然
会
っ
て
話
を
し
た
と
い

う
挿
話
が
あ
る
。
短
い
挿
話
で
あ
る
が
、小
川
治
平
や
坂
本
繁
二
郎
と
い
っ
た
美
術
関
係
の

知
人
の
名
や
、「
ほ
ん
た
う
の
日
本
の
自
然
を
見
る
こ
と
の
出
来
る
芸
術
家
」
を
め
ぐ
る
や

り
取
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
論
旨
に
も
関
わ
り
、二
人
の
関
係
の
親
し
さ
を
伝
え
る

重
要
な
資
料
で
あ
る
。情
報
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
野
口
雨
情
記
念
館
に
謝
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。


